	シナリオ演習２：判定実施本部業務
判定実施計画の策定

	演習内容
判定実施計画の策定
（建築物応急危険度判定行動マニュアル　Ｐ１１）


	演習目的と内容
判定実施計画、支援要請計画を立案する。
（応急危険度判定実施計画書（様式４）の作成）


	設定日時　震災当日

設定場所　判定実施本部内



【条　件】

藤沢市被害想定のとおり。（Ｐ３－４～Ｐ３－８）
【手元に準備するもの】

①応急危険度判定手帳（抜粋）

②シナリオ演習２資料（Ｐ３－３～Ｐ３－８）
③藤沢市防災地図（シナリオ演習用）＜各班配布＞
④判定実施計画書作成の考え方（一例）＜各班配布＞

⑤応急危険度判定実施計画書（様式４）＜各班配布＞

⑥応急危険度判定実施検討事項まとめ＜各班配布＞
【演習手順】

①応急危険度判定に関する諸条件を判定手帳等から把握する。

②建築物応急危険度判定行動マニュアルＰ９～１３、伝達シナリオの内容、想定条件、参考資料、参考図等から、計画立案材料を集める。

③応急危険度判定実施計画書（様式４）の作成については、班内で十分意見を出し合い検討する。

（特に検討を要す項目）

①　判定実施期間　　　　　　　②　調査方法
③　判定士の参集場所　　　　　④　判定拠点の有無・設置場所

⑤　判定開始日　　　　　　　　⑥　判定区域
⑦　対象建築物　　　　　　　　⑧　調査棟数　

⑨　判定士数　　　　　　　　　⑩　コーディネーター数

[image: image1.emf]地 震 名 発生日

対象 建物

判定 期間 ～

判定 人数

判定 棟数

判定 結果調査済

30,832棟

(66％)

危 険

6,476棟

(14％)

地 震 名 発生日

対象 建物

判定 期間 ～

判定 人数

判定 棟数

判定 結果調査済

3,804棟

(53％)

危 険

1,260棟

(17％)

地 震 名 発生日

対象 建物

判定 期間 ～

判定 人数

判定 棟数

判定 結果調査済

19,778棟

(55％)

危 険

5,243棟

(14％)

地 震 名 発生日

対象 建物

判定 期間 ～

判定 人数

判定 棟数

判定 結果調査済

20,150棟

(59％)

危 険

4,955棟

(15％)

地 震 名 発生日

対象 建物

判定 期間 ～

判定 人数

判定 棟数

判定 結果調査済

11,699棟

(12％)

危 険

60,491棟

(64％)

地 震 名 発生日

対象 建物

判定 期間 ～

判定 人数

判定 棟数

判定 結果調査済

22,833棟

(40％)

危 険

15,708 棟

(27％)

２,７５８人

３４,０４８棟

７４３人

７,２４５棟

３,８２１人

３６,１４３棟

新潟県中越沖地震

１チームあたり　　約１８.９棟

（※１チーム＝判定士２人１組）

新潟県中越地震

平成１９年７月１６日

住宅他

平成１９年７月１６日 ７月２３日（８日間）

約６,４６８人

４６,６１０棟 （※１チーム＝判定士２人１組）

要注意

11,122棟

(31％)

平成１６年１０月２３日

住宅

平成１６年１０月２４日 １１月１０日（１８日間）

兵庫県南部地震

平成７年１月１７日

要注意

9,302棟

(20％)

１チームあたり　　約１４.４棟

共同住宅及び長屋

平成７年１月１８日 ２月９日（２３日間）

住宅

平成１５年７月２７日 ８月３日（１４日間）

要注意

2,181棟

(30％)

１チームあたり　　約１９.５棟

（※１チーム＝判定士２人１組）

宮城県北部地震

平成１５年７月２６日

８,５４１人 １チームあたり　　約２２．４棟

１チームあたり　　約２４.７棟

（※１チーム＝判定士２人１組）

要注意

8,943棟

(26％)

東北地方太平洋沖地震

平成２３年３月１１日

住宅他

１チームあたり　　約１６．９棟

平成２３年３月１１日 ５月３１日（８２日間）

９５,３８１棟 （※１チーム＝判定士２人１組）

要注意

23,191棟

(24％)

５７,５７０棟 （※１チーム＝判定士２人１組）

要注意

19,029棟

(33％)

熊本地震

平成２８年４月１４日

住宅他

平成２８年４月１５日 ６月４日（５１日間）

６,８１９人

④応急危険度判定実施計画書（様式４）の作成を行う。太枠部分については、必ず記入する。

[image: image2.png]



【ポイント】

①平常時に、あらかじめ予想される判定建築物の棟数を集計しておく。
②震前判定実施計画書、震前支援計画書を作成する。
③その他詳細については、建築物応急危険度判定行動マニュアル（Ｐ１１～１３）参照のこと。

※本演習では判定実施計画の策定における一連の過程を体験することが第一の目的であるため、時間内での判定実施計画書作成が困難にならないよう、説明や資料で示した想定等以外については各自で設定して良い。
【資料】

・判定実施計画書作成の考え方（一例）　　　　　　　　　　・・・Ｐ３－２

・過去の判定実績





　　　
・平成１６年新潟県中越地震 １チーム／日の判定棟数推移
・平成１６年新潟県中越地震 判定士数推移

　　　・・・Ｐ３－３
・藤沢市被害想定





　　　・・・Ｐ３－４
・緊急輸送道路等




　　　　　　 ・・・Ｐ３－5

・鉄道路線





      ・・・Ｐ３－6
・震度分布図





　　
・地域別新旧耐震住宅棟数一覧表


　　　・・・Ｐ３－７

・災害拠点施設一覧表



　　　　　　 ・・・Ｐ３－８
・応急危険度判定実施計画書（様式４）
                    ・・・Ｐ３－9
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 作成する手順 　特に検討を要す項目①～⑩について、例１～３に示す順番での検討が考えられる。


　[例　１］　判定区域から検討する場合。


　⑥⇒⑦⇒⑧（棟数算出）⇒②⇒①⇒⑤（日数決定）⇒⑨⇒⑩（判定士算出）⇒③⇒④


　[例　２］　判定実施期間から検討する場合。


　①⇒⑤（日数決定）⇒⑥⇒⑦⇒⑧（棟数算出）⇒②⇒⑨⇒⑩（判定士算出）⇒③⇒④


　[例　３］　判定士の人数から検討する場合。


　⑨⇒⑩（判定士算出）⇒⑥⇒⑦⇒⑧（棟数算出）⇒②⇒①⇒⑤（日数決定）⇒③⇒④








資料３





シナリオ演習２　P3－1








平成16年　新潟中越地震　１チーム／日　の判定棟数推移





過去の判定実績





平成16年　新潟中越地震　１日の判定士数推移





※地震発生日時：１０月２３日ＰＭ５：５６





シナリオ演習２　P3－3











3 － 1
PAGE  

